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Abstract:  The present study is a part of the activity to develop an interdisciplinary class on the climate environment 
around the Japan Islands and the “seasonal feeling” there, with attention to the relation to the phase difference among 
seasonal marches of the Asian monsoon subsystems.  As an interesting example for that, we compared detailed 
features from autumn to midwinter with those from midwinter to spring around the Japan Islands, with focus on the 
asymmetric seasonal march between them.  Comparison of “seasonal feeling” expressed in the Japanese classic poems 
called “Wa-Ka” and in the Japanese artistic songs between those seasons was made, at the viewpoint of the above 
asymmetric seasonal march. 
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1. はじめに 
 
 アジアモンスーンの影響も強く受ける日本列島付近
の気候系は，モンスーン・サブシステム間の季節進行
のタイミングのずれに伴い，多彩な季節サイクルを示
す（加藤・加藤・別役 2009 [1]）。加藤・佐藤他(2011) [2]
は，冬型の天気パターンの出現頻度が大きくなる 11 月
頃を例に，「時雨」を詠んだ和歌の鑑賞と連携して，こ
のような『中間的な季節』の特徴を学際的に捉える授
業開発を行った。逆に，このような日本付近の多彩な
季節サイクルの把握は，アジアモンスーン・サブシス
テム間の季節進行のタイミングのずれも含めた，アジ
アモンスーンの地域規模気候系への関わり方に関する
深い理解に繋がりうる。それは，地球温暖化等に伴う
日本付近の気候変化予測やそれらの知見の普及の際に
も重要なベースの一つである。 
 また，加藤(2013) [3]も問題提起したように，このよ
うな季節サイクルのもとでは，季節がほんの僅か違う
だけで気象災害に繋がる現象の出現頻度や『質』も違
い得よう（加藤他 2012[4]も参照）。従って，気象絡み
の防災教育においても，「このような季節だからこそ，
このような特徴の災害が起きうる」という視点で気象
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学・気候学的な知見を体系化しておく意義は大きい。
一方，多彩な季節感を育む気候環境は，日本の古典
文学，美術，音楽などの作品成立の重要な背景の一つ
である。従って，作品の深い鑑賞や表現活動を指導す
る上でも，上記の「季節サイクルと季節感」に関連し
た気候環境も併せて取り上げる意味がある（加藤・加
藤 2005 [5], 2006[6]；加藤他 2006[7]；加藤・加藤・逸
見 2009[8]；加藤・加藤 2011[9]；加藤・加藤・赤木
2011[10]；加藤・佐藤他 2011[2]；加藤他 2012[4]；加
藤他 2013[11]，等の取り組み参照）。これは，持続可能
な社会作りのための ESD（Education for Sustainable
Development）における重要な取り組みの一つの「自文
化・異文化理解教育」の背景ともなりうる。但し，そ
のような活動で「季節」を意識するといっても，かな
り大括りの一般的概念に留まる場合も少なくないよう
に思われる。しかし，日本の季節サイクルは，単に気
温等の気象要素が短い期間で大きく変わるだけでなく
（例えば気温だけなら，シベリアでの季節的変化がも
っと大きい），卓越気象システム自体も大きく変化する。
しかも，上述のモンスーン・サブシステム間の季節進
行のタイミングのずれを反映して，気温，降水の量や
質，卓越天気パターン，日射等の間で，季節進行にず
れが生じうる。このため，冬や夏を挟んだ時期の季節
進行の非対称性や季節感の差異も見られるであろう。
そこで，本研究全体としては，これまでの本グルー
プによる取り組みを踏まえた上で（上述の[1], [2], [4]
〜[11]，及び，蔵田他 2012[12]；加藤・東 2013[13]），
まず，「秋から冬へ」と「冬から春へ」の季節変化の非
対称性に関して，既存の研究と新たな解析結果を統合
して知見の体系化を行った。それを踏まえて，本稿の
著者である加藤内藏進・赤木里香子が担当する大学で
の教科横断的授業『くらしと環境』（文系の学生も含め
た教育学部生向け。2013年 8月 28日〜30日の集中講
義）の中で，実践も行った。本論文では，気象学的知
見の体系化について述べるとともに，和歌や日本歌曲
にみられる初冬と早春の表現例を比較する。授業実践
の分析結果に関しては，機会があれば別途纏めたい。
なお，編集の都合上，カラー図は一つの頁に纏めた。
ところで，11月頃から「冬型」の天気パターンが日
本列島付近で卓越するようになり（加藤・佐藤他(2011)
[2]），4月初め頃には「冬型」の気圧配置が殆ど出現し
なくなる（加藤・加藤・逸見 2009[8]）。従って，その
ような「冬型」の気圧配置や天気パターンが卓越する
期間の始め頃と終わり頃に対応する 11月と 3月を，気
象学的には，それぞれ「初冬」，「晩冬」と呼んでもお
かしくない。また，『日本うたことば表現辞典』（大岡
監修 1998）によれば，「初冬」は，新暦では立冬(11月
7日頃)から大雪の前日(12月 6日頃)までをさし，上述
の気象学的な季節と一致する。一方，3月頃は「仲春」
と呼ばれ，「晩冬」は 1月頃をさすので，3月頃を「晩
冬」と呼ぶには，「うたことば」のイメージとの隔たり
も大きい。そこで本稿では，折衷案的に，11 月頃と 3
月頃をそれぞれ，「初冬」，「早春」と呼ぶことにする（「う
たことば」での「早春」は，立春(2月 4日頃)〜2月半
ば頃の「春になって間もない時期」をさすが）。
２.日本付近の冬を挟む季節進行と季節感
2.1 日本付近の気温と卓越天気パターン，及び，関連
する大気過程の季節進行のタイミングのずれ
第1図 新潟と東京における旬別天気日数の季節変化（1998
〜2007年平均）（上段），及び，新潟と東京における旬平均地
上気温の季節変化（1981〜2010年平均）（下段）
上段は，「気象年鑑」（気象業務支援センター刊行）に基づき
解析した加藤・佐藤他(2011)[2]の図に 1〜4月の解析結果を追
加。なお，各月下旬の日数も，10 日あたりの値に換算した。
下段は，気象庁HP掲載の平年値に基づき図を作成。
第 1 図は，日本海側の新潟と太平洋側の東京におけ
る天気日数（1998年〜2007年平均）と気象庁による旬
平均地上気温の平年値（1981〜2010年平均）の季節経
過である。気圧配置型の解析に基づき大和田(1994) [14]
や吉野・甲斐(1977) [15]も指摘したように，日本海側で
降水，太平洋側で晴天という冬型の天気パターンの出
現頻度は，11月半ば頃から 3月半ば頃まで高い。しか
し，気温の季節変化の極小は 1 月末〜2 月初めに見ら
れ，11月半ば頃（初冬になった頃）と 3月前半頃（早
春）では，いずれも冬型の天気パターンの出現頻度は
ある程度高いのに，平均気温は早春の方が初冬になっ
た頃よりも約 5℃も低い点が注目される。
Kato and Asai(1983) [16]によれば，秋になると，日本
海域での気温は下がるが海面水温はまだ高いことを反
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 譜例5《浅き春
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 30
る小レポートの中で，初冬と早春との違いを認識する
契機となった趣を記述した学生は少なくなかったが，
「11 月と 3 月の気温は同じくらいなのに，・・・」の
ような誤解も複数人見られた。従って，複数の要素の
季節進行の非対称的な絡み方について，正しく捉えら
れるような更なる工夫も必要である。また，「これから
寒くなるのか，暖かくなるのか」という季節経過の履
歴の違いも季節感に大きく関わりうるので（数人の学
生も指摘していた），それについての検討も必要であろ
う。今後は，これらの授業の結果の分析も行い，教員
研修や中高での授業の教材化へも更に検討を進めたい。 
 ところで，ユネスコ国内委員会のパンフレット(2008)
でも指摘されたように（加藤・加藤・別役 2009 [1]も
参照），ESD では「多面性」や「繋がり」，「一筋縄では
いかない複雑さ」などに目を向けさせる必要がある。
本研究では，「初冬と早春とは，（進行の方向を除いて
は）一見同じような特徴の季節に見えそうだが実は差
異も大きく，しかもそれは，広域の『アジアモンスー
ン・サブシステムの季節進行のタイミングのずれ』を
反映した，日本の気候環境の本質を示す切り口の一つ」
という視点を提示した。従って，本研究の結果は，学
際的な文化理解教育というESDの一つの取り組みへの
活用に留まらず，「種々の繋がりも含めてよく吟味する
と，本質的な点でこのように異なる」という考察を促
す教材たりうる点で，上述の ESD 的思考力を育成する
ための授業の一つにも活用しうると考える。 
 
⻢ ㄉ
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